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B+TREE フル連想記憶型・超大容量DRAM キャッシュ搭載SSD RAID
「Super SSD ValueLine(G3)」を発表
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いつもお世話になっております。
コアマイクロシステムズの吉政でございます。

本日は本日発表しました、B+TREE フル連想記憶型・超大容量DRAM キャッシュ
搭載SSD RAID「Super SSD ValueLine(G3)」を発表についてお知らせします。

「Super SSD ValueLine(G3)」はDRAM キャッシュは最大で96GB、SSD(MLC) 容
量は最大で12.8TB まで対応することができます。Flash SSD はRAID 保護と
ホットスワップに対応しています。B+TREE アルゴリズムによるフル連想記憶
かつ常駐キャッシュメカニズムにより、フルDRAM SSD と同等の連続したラン
ダムI/O 性能を誇ります。SAS ホストインターフェースのサポートにより、
DAS 接続からSAS SAN 接続まで幅広い接続形態に対応します。また、圧倒的な
価格性能比と低消費電力指標の実現によりグリーン/ エコロジーに大きく貢献
します。

エンタープライズ向け半導体ストレージとしてはかなりお得なモデルです。
半導体ストレージモデルを検討されている方は、是非ご検討ください。

詳細は以下をご覧ください。
http://www.cmsinc.co.jp/news/2013/news201308200.html

※半導体ストレージについては、事前に効果を検証してから導入ができる
　「事前検証プログラム」が用意されています。興味があるかたは以下を
　ご覧ください。
　http://www.cmsinc.co.jp/products/pri_test.html

それでは今号も宜しくお願いいたします。
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[News & Topics]

◇8月20日発表
B+TREE フル連想記憶型・超大容量DRAM キャッシュ搭載SSD RAID
「Super SSD ValueLine(G3)」を発表しました。
～クラス最速50 万IOPS、4GB/s を越えるランダムI/O 性能を誇る
　廉価版 半導体ストレージ?

◇7月21日発表
Amazon S3クラウドストレージを月額契約パックにしたクラウドNAS
「CloudNAS WSS2012」を発表しました。
～Windows Storage Server 2012＆クラウドキャッシュゲートウェイを搭載し
クラウドストレージを高速オンプレミスNASとして使用する次世代NAS?

※Facebook
Facebookのページを運営しています。
全ての最新情報をこのページでも告知します。宜しければイイネをお願いします。
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[ストレージ・マーケティングコラム]
第十六回：B+TREE フル連想記憶型キャッシュとは？
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[News & Topics]

◇8月20日発表
B+TREE フル連想記憶型・超大容量DRAM キャッシュ搭載SSD RAID
「Super SSD ValueLine(G3)」を発表しました。
～クラス最速50 万IOPS、4GB/s を越えるランダムI/O 性能を誇る
　廉価版 半導体ストレージ?
URL　http://www.cmsinc.co.jp/news/2013/news201308200.html

解説：
クラウドにビッグデータなど、ストレージに負荷がかかるソリューションが
大半を占めるようになり、如何に低コストでハイパフォーマンスなストレージ
を構築できるかが重要になっています。今回発表したSuperSSD Valuelineは
SSDを活用した廉価な半導体ストレージです。B+TREE フル連想記憶型・超大
容量DRAM キャッシュ技術を搭載してます。B＋TREEについては文末のコラム
をご覧ください。

◇7月21日発表
Amazon S3クラウドストレージを月額契約パックにしたクラウドNAS
「CloudNAS WSS2012」を発表しました。
～Windows Storage Server 2012＆クラウドキャッシュゲートウェイを搭載し
クラウドストレージを高速オンプレミスNASとして使用する次世代NAS?
URL　http://www.cmsinc.co.jp/news/2013/news201307230.html

解説：
本発表は高い注目を得ることができ、日経ITpro、japan.internet.com、マイナビ、
マイナビニュースライフ、インプレスクラウドWatch、マピオンニュース、夕刊ア
メーバニュース、biglobeニュース、＠nifty、Livedoorニュース、Infoseek楽天
ニュース、ニコニコニュース、Exciteニュース、msnマネー、Yahoo!ニュース、
gooニュース、Tweetbuz、mediajam、インプレスWeb担当者フォーラム、朝日新聞
デジタル版、CNET、ZDnetをはじめとする主要24メディアに掲載されました。
AmazonAWSを活用した低コストでハイパフォーマンスのストレージを構築すること
ができます。ぜひご注目ください。

◆◆>[ ストレージ・マーケティングコラム  ]<◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

第十六回：B+TREE フル連想記憶型キャッシュとは？

そもそも、B+TREEとはなにか？という話ですが、コンピュータサイエンスにおける
データ構造の一つです。ブロック単位のランダムアクセスが可能な補助記憶装置
（ハードディスクドライブなど）上に実装するのに適した構造として知られていま
す。大容量な超高速キャッシュを実現するための技術です。一般的にはB+TREEや
B木（びーき）と呼ばれてます。
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弊社は2004年にB+TREEの応用技術として、B+TREE フル連想記憶型キャッシュを開
発し、10年近く、弊社の半導体ストレージを支えてきています。

この技術の採用効果は以下になります。

・キャッシュミス（Firstリード）時でも、SAS/HDDより100倍高速です。
・SSDが苦手なライトI/Oを大容量DRAMキャッシュが吸収します。
・メカニカルパーツがなく（磁気ディスク->SSD)、故障率を大幅に低減します。

これにより、100万IOPSを実現する超高速で安全な半導体ストレージを構築するこ
とができます。

なお、B+TREEフル連想記憶型・超大容量DRAMキャッシュについては、以下のサイト
で資料を公開しています。興味がある方はご覧ください。

資料名：スーパーストレージ（半導体ストレージ関連）詳細資料
作成月：2012年7月
ダウンロードURL：http://www.cmsinc.co.jp/

（マーケティング・アドバイザー　吉政忠志）
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※　CMS News Letterについては下記にバックナンバーをアップしています。
　　http://www.cmsinc.co.jp/mm/mailmagazine/index.html
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残暑が厳しいですが、いかがお過ごしでしょうか？一年中仕事三昧の私ですが
、この時期だけは、釣りに出かけます。毎年奥日光に70㎝オーバーのニジマス
をフライフィッシングで釣り上げるために、今年も計画しています。昨年は
60㎝オーバーを3匹釣り、目標の70㎝まであと4㎝と迫りました。今年も気合を
入れて目標達成を狙います。皆様、残暑厳しい中、夏を楽しみつつ、くれぐれ
もお身体をご自愛ください。（吉政）

―――――――――――――――――――――――――――――――――――
コアマイクロシステムズでは、お客様事例を募集しております。事例公開にご
協力いただきましたお客様の社名やお取り組みを弊社のホームページや販促資
料に記載し、皆様のビジネスの露出度向上に些少でも貢献出来ればと思います。
お気軽に弊社担当までお申し付けください。
―◇本メールマガジンの登録解除方法◇―――――――――――――――――
このメールに対する登録解除は★そのまま返信★でその旨をお伝えください。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――
本メールマガジンの送付先追加と送付先変更方法
このメールマガジンに★そのまま返信★で下記の項目をCut & Pasteして項目
を埋め、返信して下さい。

変更の場合、旧送付先：
（１）メールアドレス：
（２）氏名　　　　　：
（３）会社名　　　　：
（４）部署名　　　　：
（５）役職名　　　　：

―――――――――――――――――――――――――――――――――――
発行人：コアマイクロシステムズ株式会社　吉政　忠志
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